
「
野
洲
の
元
気
と
安
心
を
伸
ば
す
」

平
成
27
年
度
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
！

　
市
の
総
合
計
画
に
掲
げ
る
都
市
像
「
豊
か
な
自
然
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
に
ぎ
わ
い
と
や

す
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
〜
み
ん
な
が
住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
〜
」
の
実
現
に
向
け
、
６
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
目
標
」
の
も
と
に
各
事
業
に
取

り
組
み
、
豊
か
な
環
境
と
安
全
で
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
し
ま
す
。

○会計別予算規模
一般会計 230 億 5,000 万円
特別会計 141 億 9,914 万 4 千円
水道事業会計  11 億 9,599 万 4 千円

総額384億4,513万8千円

る
待
機
児
童
の
解
消
を
め
ざ
し
ま

す
。

　

学
校
の
学
習
環
境
で
は
、
市
内

の
小
・
中
学
校
の
内
お
の
お
の
１

校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
タ
ブ

レ
ッ
ト
な
ど
関
連
機
器
を
導
入
し

ま
す
。
ま
た
、
特
別
支
援
教
育
や

不
登
校
児
童
・
生
徒
の
支
援
を
充

実
し
ま
す
。
不
登
校
な
ど
、
特
別

な
教
育
的
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
・
生
徒
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
に
応
じ
て
き
め
細
か
く
指
導
し

ま
す
。

人
と
ひ
と
が
支
え
合
う

 

安
心
な
ま
ち

　

本
市
の
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の

継
続
に
向
け
た
中
核
的
医
療
拠
点

と
し
て
、（
仮
称
）
野
洲
市
立
病

院
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

　

市
民
生
活
相
談
で
は
、
生
活
困

窮
状
態
に
陥
っ
て
い
る
人
を
対
象

に
就
労
支
援
や
家
計
相
談
支
援
を

行
う
な
ど
、
市
役
所
の
総
合
力
で

相
談
者
の
発
見
、
生
活
支
援
を
実

施
し
ま
す
。
ま
た
、
貧
困
連
鎖
を

豊
か
な
人
間
性
を

 

は
ぐ
く
む
ま
ち

　

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
幼
稚
園

と
保
育
園
を
一
元
化
し
た
こ
ど
も

園
の
整
備
を
進
め
、
耐
震
化
に
よ

る
の
安
全
の
確
保
や
定
員
増
に
よ

断
ち
切
る
こ
と
、
貧
困
化
を
防
ぐ

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
た
に
学

習
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
対
策
で
は
、
障

が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
等
が

身
近
に
相
談
で
き
る
拠
点
を
新
た

に
整
備
し
、
安
心
し
て
地
域
で
自

立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援

を
充
実
し
ま
す
。

地
域
を
支
え
る

 

活
力
を
生
む
ま
ち

　

農
林
漁
業
の
振
興
で
は
、
農
業

者
と
非
農
業
者
が
共
同
で
、
あ
る

い
は
農
業
者
が
単
独
で
取
り
組
む

農
地
や
農
業
用
施
設
の
保
全
活

動
、
農
村
環
境
向
上
の
た
め
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
野
洲
川
花
火
大
会
を
含

む
野
洲
市
夏
ま
つ
り
を
、
市
民
と

行
政
が
協
働
し
て
開
催
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た

活
力
あ
る
大
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

美
し
い
風
土
を

 

守
り
育
て
る
ま
ち

　

新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
平
成

28
年
10
月
の
操
業
開
始
に
向
け
て
、

事
業
の
最
終
段
階
と
し
て
、
施
設

本
体
の
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

う
る
お
い
と
に
ぎ
わ
い

 

の
あ
る
快
適
な
ま
ち

　

本
市
と
近
江
八
幡
市
、
竜
王
町

が
共
同
で
進
め
て
い
る
篠
原
駅
周

辺
都
市
基
盤
整
備
で
は
、
自
由
通

路
と
駅
舎
の
工
事
を
完
了
し
、
今

秋
か
ら
供
用
し
ま
す
。

　

野
洲
駅
周
辺
整
備
で
は
、
南
口

周
辺
整
備
の
基
本
計
画
の
策
定

や
、
北
口
広
場
に
お
け
る
歩
行
者

の
安
全
性
の
確
保
や
車
両
交
通
の

混
雑
解
消
の
た
め
、
横
断
歩
道
橋

等
の
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
で

は
、
通
学
児
童
を
は
じ
め
と
す
る

歩
行
者
等
の
安
全
確
保
を
図
り
、

道
路
安
全
施
設
等
の
適
正
な
維
持

管
理
と
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
危
険
度
の
高
い
、
あ
る
い
は

優
先
度
の
高
い
道
路
の
整
備
や
修

繕
を
行
う
ほ
か
、
橋
梁
の
長
寿
命

化
工
事
を
進
め
ま
す
。

市
民
と
行
政
が

 

と
も
に
つ
く
る
ま
ち

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
、
速
や
か
で
的
確
な
情
報

提
供
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
市
の
大
型
バ
ス
が
老
朽

化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
民
活

動
を
推
進
す
る
と
と
も
に
安
全
で

快
適
な
バ
ス
運
行
の
確
保
を
図
る

た
め
、新
規
車
両
に
更
新
し
ま
す
。

☆
施
策
・
事
業
の
財
源

　

主
な
財
源
と
な
る
市
税
は
、

約
84
億
8
8
0
0
万
円
で
、
平

成
26
年
度
当
初
予
算
比
で
約

１
億
9
7
0
0
万
円
の
減
収
見
込

み
（
2.3
%
減
）
で
す
。
景
気
の
緩

や
か
な
回
復
傾
向
に
よ
り
、
個

人
市
民
税
が
約
2
7
0
0
万
円
、

固
定
資
産
税
が
約
4
2
0
0
万

円
の
増
収
を
見
込
ん
で
い
ま

す
が
、
法
人
市
民
税
で
は
約

２
億
5
3
0
0
万
円
の
減
収
見
込

み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
は
23
億
9
5
0
0

万
円
の
見
込
み
で
、
平
成
26
年
度

当
初
予
算
比
で
3
5
0
0
万
円
減

の
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

繰
入
金
は
、
財
政
調
整
基
金
か

ら
５
億
円
、
地
域
振
興
基
金
繰
入

金
か
ら
３
億
3
2
0
0
万
円
な
ど
、

総
額
で
約
10
億
6
4
0
0
万
円
を

繰
り
入
れ
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
債
は
、
新
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業
や
公
立

こ
ど
も
園
整
備
事
業
等
の
財
源

と
し
て
、
前
年
度
当
初
に
比
べ

22
億
4
9
9
0
万
円
の
増
と
な

り
、
41
億
4
8
3
0
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
徹
底
し
た
透
明
化
と
建
設
的

な
政
策
づ
く
り
、
そ
し
て
そ
の
実

現
に
よ
る
新
し
い
形
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

＊問い合わせ
財政課

☎ 587－6069
FAX  586－2200
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平成27年度市の予算が決まりました特集

一般会計予算額（歳出）
科　目 金　額 科　目 金　額
議会費 1億9,085万2千円 土木費 15億2,063万7千円
総務費 23億6,601万8千円 消防費 6億523万3千円
民生費 74億6,654万2千円 教育費 25億5,228万2千円
衛生費 49億7,819万7千円 公債費 27億5,517万7千円
労働費 3,989万1千円 予備費 1,000万円

農林水産業費 4億1,158万9千円
歳出合計 230億5,000万円

商工費 1億5,358万2千円

一般会計予算額（歳入）
依存財源 自主財源

科　目 金　額 科　目 金　額
地方譲与税・
県税交付金等 10億8,730万円 市　税 84億8,801万3千円

地方交付税 23億9,500万円 繰入金 10億6,366万5千円

国・県支出金 43億6,078万3千円 財産収入・寄
附金・繰越金 9,633万1千円

市　債 41億4,830万円 負担金・
使用料等 10億6,329万7千円

歳入合計 230億5,000万円 諸収入 3億4,731万1千円

一　般　会　計（ 科 目 別 ）内　訳

●会計 平成 27 年度予算 平成 26 年度予算 増減率

●一般会計 230 億 5,000 万円 191 億 6,000 万円 20.3%

●特別会計

国民健康保険事業 55億 5,298 万円 48億 1,236 万円 15.4%
後期高齢者医療 4億 6,654 万 3千円 4億 5,868 万 3千円 1.7%
介護保険事業 36億 7,562 万 4千円 34億 9,776 万 1千円 5.1%
地域医療振興資金貸付事業 7,450 万円 5,680 万円 31.2%
下水道事業 20億 7,157 万 6千円 19億 7,219 万 1千円 5.0%
墓地公園事業 1,614 万 8千円 1,059 万 3千円 52.4%
基幹水利施設管理事業 1,342 万 8千円 1,342 万 7千円 0.0%
工業団地等整備事業 16億 5,438 万 7千円 17億 7,328 万 7千円 △ 6.7%
土地取得 6億 7,395 万 8千円 1,125 万円 5890.7%

●公営企業会計

水道事業会計 11億 9,599 万 4千円 11億 117 万 1千円 8.6%

◎会計別予算総括表

自
主
財
源
48.0%

依
存
財
源
52.0%

市税
36.9%

繰入金 4.6%

財産収入・寄附金
・繰越金 0.4%

負担金・使用料等 4.6%諸収入 1.5%

地方譲与税・
県税交付金等 4.7%

地方交付税
10.4%

国・
県支出金
18.9%

市債
18.0%

議会費 0.8%

総務費
10.2%

民生費
32.4%

衛生費
21.6%

労働費 0.2%

農林水産業費
1.8%

商工費 0.7%

土木費 6.6%

消防費 2.6%

教育費
11.0%

公債費
12.0%

予備費 0.1%

歳出

歳入
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平
成
27
年
度
の
主
な
事
業
を
総
合
計
画
に
掲
げ
る

 

６
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
基
本
目
標
」
ご
と
に
紹
介
し
ま
す

１
　
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
む
ま
ち

○
公
立
こ
ど
も
園
施
設
整
備
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
７
億
1
7
1
0
万
１
千
円
）

（
仮
称
）
野
洲
第
１
こ
ど
も
園
の
開
園
に
向
け
て
、
園
舎
建
築
工
事
に
取
り
組
み
ま
す
。

園
舎
建
築
監
理
委
託
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
1
1
5
万
６
千
円

園
舎
建
築
工
事
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
億
8
6
9
2
万
２
千
円

そ
の
他
工
事
関
連
経
費
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
9
0
2
万
３
千
円

○
児
童
手
当
：
継
続
（
９
億
5
1
7
7
万
５
千
円
）

≪

支
給
額≫

３
歳
未
満
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
万
５
千
円

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
 …
…
…
第
１
･
２
子
／
１
万
円
、
第
３
子
以
降
／
１
万
５
千
円

中
学
生
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１
万
円

所
得
制
限
世
帯
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
千
円

○
学
童
保
育
所
運
営
費
：
継
続
（
２
億
9
6
3
2
万
８
千
円
）

　

野
洲
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
こ
ど
も
の
家
の
運
営
を
指
定
管
理
委
託
し
、
安
心
・
安
全

な
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

○
特
別
支
援
教
育
の
充
実
、
不
登
校
対
策
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
4
8
3
0
万
９
千
円
）

≪

特
別
支
援
教
育
の
充
実≫

　

障
が
い
の
あ
る
児
童
・
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
教
育
支
援
を
行

う
た
め
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
加
配
や
支
援
員
の
配
置
、
巡
回

相
談
員
の
派
遣
等
を
行
い
ま
す
。

≪

不
登
校
児
童
・
生
徒
へ
の
支
援≫

　

不
登
校
児
童
・
生
徒
を
支
援
す
る
た
め
、
心
の
オ
ア
シ
ス
相

談
員
や
ス
ク
ー
リ
ン
グ
・
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
を
学
校
に
派
遣
し

て
、
不
登
校
の
未
然
防
止
や
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
不
登
校
児
童
・
生
徒
の
学
校
復
帰
を
め
ざ
し
て
、
ふ

れ
あ
い
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
で
適
応
指
導
教
室
、
こ
こ
ろ
の
教

育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

◎
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
：
新
規
（
488
万
４
千
円
）

　

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
小
・
中
学
校
の
内
お
の
お
の
１

校
を
モ
デ
ル
校
と
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
関
連
機
器
を
導
入
し
ま
す
。

２
　
人
と
ひ
と
が
支
え
合
う
安
心
な
ま
ち

○
扶
助
費
：
継
続　

障
が
い
者
自
立
支
援
費
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
７
億
9
3
4
5
万
４
千
円

福
祉
医
療
助
成
費
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
5
3
3
9
万
８
千
円

生
活
保
護
費
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
３
億
8
6
3
3
万
９
千
円

○
（
仮
称
）
野
洲
市
立
病
院
整
備
事
業
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
101
万
２
千
円
）

　

本
市
の
地
域
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
継
続
に
向
け
た
中
核
的
医
療
拠
点
と
し
て
、（
仮
称
）

野
洲
市
立
病
院
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

●
障
が
い
の
あ
る
人
の
相
談
支
援
の
充
実
に
向
け
た
体
制
整
備
：
拡
充
（
3
5
0
5
万
９
千
円
）

　

障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
等
が
身
近
に
相
談
で
き
る
拠
点
を
新
た
に
市
内
に
整
備

し
、
安
心
し
て
地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

●
発
達
支
援
事
業
費
：
拡
充
（
127
万
円
）

　

来
所
や
電
話
に
よ
る
相
談
や
巡
回
発
達
相
談
事
業
に
加
え
、
保
育
所
等
訪
問
支
援
事
業

や
、
乳
幼
児
期
の
発
達
相
談
の
一
元
化
に
よ
り
そ
の
内
容
を
充
実
し
、
乳
幼
児
期
か
ら
成

人
期
ま
で
の
発
達
に
支
援
を
必
要
と
す
る
人
と
そ
の
家
族
や
支
援
者
に
対
す
る
相
談
支
援

を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
障
害
児
計
画
相
談
事
業
を
開
始
し
、
障
害
児
通
所
サ
ー

ビ
ス
利
用
者
等
に
対
し
て
障
害
児
支
援
利
用
計
画
を
作
成
し
、
総
合
的
に
支
援
し
ま
す
。

○
保
健
事
業
費
（
各
種
検
診
等
）
：
継
続
（
3
6
4
5
万
７
千
円
）

　

生
涯
に
わ
た
り
健
康
を
維
持
で
き
る
よ
う
健
康
相
談
、
健
康
教
育
、
が
ん
検
診
、
訪
問

指
導
等
を
実
施
し
ま
す
。

　

乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
に
係
る
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
の
配
布
は
平
成
27
年

度
も
継
続
し
ま
す
。
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、
個
別
医
療
機
関
を
拡
大
し
ま
す
。

○
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
：
継
続
（
１
億
627
万
２
千
円
）

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
に
よ
る
負
担
増
を
考
慮
し
て
、
低
所
得
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５
　
う
る
お
い
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
快
適
な
ま
ち

○
篠
原
駅
周
辺
都
市
基
盤
整
備
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
2
7
3
6
万
７
千
円
）

　

前
年
度
に
引
き
続
き
、
本
市
と
近
江
八
幡
市
、
竜
王
町
と
の
２
市
１
町
で
J
R
篠
原
駅

周
辺
整
備
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
今
年
度
で
自
由
通
路
と
駅
舎
の
工
事
を
完
了
し
、
今

秋
か
ら
供
用
し
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
費
：
継
続
（
3
7
0
4
万
５
千
円
）

　

公
共
交
通
機
関
の
一
つ
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
き
め
細
か
く
運
行
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
と
便
宜
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

○
交
通
安
全
施
設
整
備
事
業
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
3
4
5
6
万
１
千
円
）

　

通
学
児
童
を
は
じ
め
と
す
る
歩
行
者
等
の
安
全
を
確
保
し
、
道
路
安
全
施
設
等
の
適
正

な
維
持
管
理
と
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
交
通
事
故
の
減
少
、
注
意
喚
起
を
図
り
ま
す
。

○
雨
水
対
策
事
業
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
１
億
5
3
1
0
万
４
千
円
）

　

祇
王
井
川
第
２
排
水
区
域
に
係
る
常
襲
的
な
浸
水
被
害
を
解
消
す
る
た
め
、
雨
水
幹
線

を
整
備
し
、
浸
水
被
害
を
軽
減
し
ま
す
。

○
野
洲
駅
周
辺
都
市
基
盤
整
備
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
６
億
4
5
9
0
万
７
千
円
）

　

Ｊ
Ｒ
野
洲
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
と
安
心
・
安
全
の
た
め
、
野
洲
駅
南
口
整
備
の

基
本
計
画
策
定
や
野
洲
駅
北
口
広
場
の
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

○
道
路
維
持
工
事
：
継
続
（
１
億
167
万
３
千
円
）

　

危
険
度
の
高
い
箇
所
の
修
繕
や
整
備
優
先
度
の
高
い
箇
所
の
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
健

全
な
道
路
環
境
を
維
持
し
ま
す
。

６
　
市
民
と
行
政
が
と
も
に
つ
く
る
ま
ち

◎
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
：
新
規
（
114
万
４
千
円
）

　

行
政
情
報
や
防
災
情
報
等
を
速
や
か
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
利

用
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
す
。

◎
大
型
バ
ス
更
新
事
業
：
新
規
（
2
1
4
7
万
１
千
円
）

　

現
行
バ
ス
の
老
朽
化
に
伴
い
、
市
民
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
安
全
で
快
適
な
バ
ス
運
行
を
確
保
す
る
た
め
、
新
規
車
両
に
更

新
し
ま
す
。

者
や
子
育
て
世
帯
へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
と
と
も
に
、
消
費
を
下
支
え
す
る
観
点
か
ら
、

暫
定
的
・
臨
時
的
に
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

臨
時
福
祉
給
付
金
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
7
0
4
5
万
円

　

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
3
5
8
2
万
２
千
円

○
生
活
困
窮
者
支
援
事
業
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
2
4
3
3
万
７
千
円
）

　

経
済
的
困
窮
も
し
く
は
社
会
的
孤
立
に
よ
り
、
生
活
困
窮
状
態
に
陥
っ
て
い
る
人
を
対

象
に
就
労
支
援
や
家
計
相
談
支
援
を
行
う
な
ど
、
市
役
所
の
総
合
力
で
相
談
者
の
発
見
、

生
活
再
建
支
援
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
新
た
に
貧
困
連
鎖
を
断
ち
切
る
こ
と
、
貧
困
化

を
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
学
習
支
援
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

３
　
地
域
を
支
え
る
活
力
を
生
む
ま
ち

○
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
：
継
続
（
7
7
7
9
万
６
千
円
）

　

農
業
者
と
非
農
業
者
が
共
同
で
、
ま
た
は
農
業
者
が
単
独
で
取
り
組
む
農
地
や
農
業
用

施
設
の
保
全
活
動
お
よ
び
農
村
環
境
向
上
の
た
め
の
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
中
小
企
業
利
子
補
給
金
：
継
続
（
605
万
５
千
円
）

　

市
内
で
営
業
す
る
中
小
企
業
が
市
の
定
め
る
融
資
制
度
を
利
用
し
た
場
合
、
そ
の
支
払

利
息
の
一
部
を
補
給
し
ま
す
。

◎
野
洲
市
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
運
営
事
業
補
助
金
：
新
規
（
200
万
円
）

　

野
洲
川
花
火
大
会
を
含
む
野
洲
市
夏
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。
市
民
と
行
政
が
協
働
し

て
実
行
委
員
会
方
式
で
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
活
力
あ
る
大
会

を
め
ざ
し
ま
す
。

４
　
美
し
い
風
土
を
守
り
育
て
る
ま
ち

○
新
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
：
継
続
【
重
点
事
業
】（
32
億
114
万
１
千
円
）

　

平
成
28
年
10
月
の
操
業
開
始
に
向
け
て
、
引
き
続
き
新
セ
ン
タ
ー
の
建
設
工
事
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
新
セ
ン
タ
ー
の
包
括
的
管
理
運
営
事
業
の
技
術
審
査
委
員
会
を
設
け
、
要
求
水

準
な
ど
を
審
査
し
ま
す
。

　

建
設
工
事
関
連
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
31
億
8
9
0
1
万
５
千
円

　

包
括
的
管
理
運
営
事
業
関
連
 …
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
1
2
1
2
万
６
千
円

◎
環
境
基
本
計
画
策
定
業
務
：
新
規
（
324
万
円
）

　

第
２
次
環
境
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま
す
。

平成27年度市の予算が決まりました特集
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投票ができる人

●平成７年４月13日以前に生まれた人
● 平成27年１月２日以前から引き続き野洲市に住所を
有する人
※ 平成27年１月３日以降に滋賀県内の他の市町から野
洲市に転入し、投票日においても引き続き野洲市に
在住している人は、転入前の市町の選挙人名簿に登
録されている人のみ転入前の市町で投票することに
なります。詳しくは転入前の市町の選挙管理委員会
にお問い合わせください。なお、平成27年１月３日
以降に滋賀県外から転入した人は、今回の選挙では
投票できません。

あなたの投票所は？

　選挙管理委員会が郵送する投票所入場券をご確認く
ださい。なお、投票には、あなたの投票所入場券をご
持参ください。入場券が届いていないときや紛失した
ときは、投票所の係員に申し出てください。
※ 野洲市選挙区で候補者が定数（２人）を超えない場
合は、無投票となるため入場券は郵送しません。

期日前投票

　投票日当日に仕事など一定の事由がある場合は、期
日前投票をすることができます。

日時…４月４日㈯～11日㈯、午前８時30分～午後８時

会場…①市役所本館１階第１会議室

　　　②中主防災コミセン２階防災研修室

※ 宣誓書が自宅で書けるようになりました。投票所入
場券の裏面に必要事項を記入して持参することで、
投票所での宣誓書への記入が不要になります。

代理投票、点字投票、郵便投票

　心身の故障等により自ら投票できない場合で、点字
投票や代理投票を行う際は、投票日に投票所で係員に
申し出てください。
　郵便による投票は、身体障害者手帳または戦傷病者
手帳を持っている人で、その内容が一定の基準を満た
している人や、介護保険の要介護状態区分が「要介護
５」である人で、事前に申請をし「郵便等投票証明書」
の交付を受けている人に限ります。

選挙公報

　候補者の氏名、経歴、政見等を掲載した選挙公報は、
４月７日㈫に、各世帯に新聞折り込みまたは郵送でお
届けします。
※ 野洲市選挙区で候補者が定数（２人）を超えない場
合は、無投票となるため選挙公報は発行しません。

選挙管理委員会からのお願い

○ ポスター掲示場の前や近くには、車などを置かない
でください。
○ ポスターを破ったり、落書きしたりしないでくださ
い。
○ 掲示場やポスターの破損に気付いたときは、市選挙
管理委員会へ連絡してください。

投票時間は午前７時～午後８時
開票は、午後９時15分～／野洲文化小劇場

あなたの一票は、明日の県政を決める貴重な一票です。

皆さん棄権することなく、必ず投票しましょう。

4月12日㈰は
滋賀県議会議員一般選挙の投票日です!

【問い合わせ】

野洲市選挙管理委員会事務局（総務課内）

☎587－6038、FAX587－4033
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